






































の遺稿｣を紹介されつつ, [参考表補2-1]として, ｢倫敦銀塊相場｣ ･
｢紐育銀塊相場｣を併示されており,前者の典拠には,後述するW,F, Spald-

































































































































































































































































































































ていた｢統計｣の典拠は, W, F, SPALDING 『Eastern Exchange Currency
and Finance』 1917,London,であるが,それは,同書｢chapterxx on Sil-
ver｣の256-257pp,の間に｢A Table showing the Monthly Fluctuation, in
Londoninthe Price of BaI-Silver per Oz. Std.from January 1833 to De-










え, ｢イギリスの鋳造銀貨(ポンド) silverCoinedinEngland｣, ｢インド
政府宛イギリスで振出された為替手形･電信為替の総額(ポンド) Amount
日本紡績業の綿糸布輸出と中国上海市場　　15
0f Bills and TelegraphicTransfers DrawninEngland on Indian Govern-
ment｣, ｢極東への銀輸出額(ポンド) ExportofSilvertotheEast｣, ｢銀
の延棒と鋳貨の輸入額(ポンド) Imports ofSilver Bars and Coin｣ ｢平均
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8月, 『日本金融史資料　昭和続編　付録第三巻, ｢地方金融史資料(三)』 480頁
以下の多数の報告を参照｣｡





















































『近代イギリス経済史』 (岩波全書, 1981年刊,第6章, 211頁)｡
17) 『資本論』第三巻b,新日本出版社版, 1010頁以下,参照｡
付)上述の注記に加え,本稿の作成について,西村閑也法政大学名著教授は基本文
献を,今宮謙二中央大学名馨教授から｢為替取引｣の実態を,さらに伊藤正直東
京大学院教授からは,中国の幣制事情ならびに｢旧横浜正金銀行経営資料｣が近
い将来整理･公開の予定であることを,それぞれで教示下さった｡記して厚く謝
意を表したい｡
